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チベットニヒマラヤ衝突帯の花南岩類

宿原舜三(鉱床部)
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1.まえがき

花開岩類は一般に沈み込み(Subducti･n)帯に伴って

産出し衝突(C.11ision)帯に伴うものは少ない.そ

の原因はこれら変動帯に供給可能な熱量の相異によるも

のと考えられ前者ではマントル深部に達する構造運動

を伴うため供給熱量が後者より著しく大きいものと思

われる･衝突帯では大陸地殻のマグマ発生に対する役

割りが大きいため珪長質なチタン鉄鉱系花闇岩類が生

成するものと考えられるがこれらの実例を紹介したも

のは非常に少ない.

著名なコリション帯であるヒマラヤ造山運動に関連す

る深成岩類は最近中華人民共和国における研究が進展

しまた飯泉(1983)がその結果を紹介するに及んで

これまでヨｰロッパ勢が主として研究していたネパｰル

やブｰタンにおける成果と合わせてやっと全貌カミわか

りかけてきた.

昭和57-59年度に私達のグルｰプが実施した工業技術

院の国際産業技術研究協力事業では中華人民共和国東

部の地質と鉱床とを主体に本誌(334(1982),335,340,

346,351,352,360(1984)号)に紹介した.またその

終了報告書(地質調査所編,1985)では華東中央部を南

東一北西方向に集中的に調査した結果について火成活

動鉱化作用の特性について記述した.深成活動の側

面から上記地域は帯状配列があまりはっきりせずま

た大陸海岸部に磁鉄鉱系の火山岩深成岩類カミ分布し内

陸側にチタン鉄鉱系花開岩類が分布するようにアンデ
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第1図中華人民共和国南部一ヒマラヤ地域における深成岩類の分布.捺ら(1982)に加筆

地質ニュｰス374号�



チベットｰヒマラヤ衝突帯の花開岩類
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スｰアメリカ西部の大陸周辺部深成活動と比較して特

異な性格を示している.

一方ヒマラヤ山塊から北方箆寄山脈にかけては

花陶岩類が広範囲に分布しており時代的には南から北

へ新第三紀古第三紀中生代後期(華南の燕山期に相

当)中生代初期(同印文期)古生代後期(同海面期)と

見事な帯状分布を示しており(第1図)華東地域とは異

たるように思われる･チベットｰヒマラヤ地域の火成

活動に対する一つの解釈はジュラ紀まで拡がっていた

テチス海が白亜紀前期から北方へ沈み込みトランス

ヒマラヤバソリスなどの火成活動を生じ古第三紀には

テチス海は埋没しユｰラシアｰインド両陸塊の衝突が

生じ衝突に伴う地殻の肥大化衝上断層運動によって

地殻型の花開岩活動が第三紀後期へ向けて発生したと

する(第2図)ものである.

ここでは比較的研究が進んでいるチベット南部からヒ

マラヤ山塊の花開岩類について紹介しこれまでの環太

平洋における諸研究(Is亘岨ARAら,1980;石原,1982,石

原･佐藤,1982)の参考資料としたい.
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第2図チベットｰヒマラヤ地域におけるプレｰトモデノレ､

徐ら(1982)原図

2.分布と地質構造

チベット南部の花開岩類は大きくは北側のチベット

地域南側のヒマラヤ地域に2分できる.後者はさら

にチベットヒマラヤと地形的高所のノ･イヒマラヤに2分

しうる一それぞれをここでは1I皿帯と区分する.

I帯の南部にはトランスヒマラヤ(中国名ガンチｰス)

バソリスと呼称される巨大な深成岩帯カミつらなる.

1帝は北部チベット構造区と一致し先カンブリア時

代(約!8億年)の片麻岩類から古第三紀堆積岩類が分布

写真1ノ･イヒマラヤの珪線石一白雲母含有黒雲母片麻岩

ネパｰル,マナスル西方,主中央衝上断層付近,左

右9Cm(中嶋輝元技官提供)

1985年10月号

するカミ古生代の浅海性砕属物と炭酸塩岩が主体である.

温暖気侯の化石が産出することから古生代後期までは

ゴンドワナ大陸の一部であったと思われる.

I帯の南側に著名校ツァンポスｰチャが2000km以上

に亘って走り(第3図)西部のカラコラム地域のイン

ダススｰチャに連続し合わせてインダスｰツァンポス

ｰチャと呼ばれる･これは幅10-50km蛇紋岩化し

たノ･ノレツバｰシャイトかんらん岩等の超苦鉄質岩類に

玄武岩類放散虫チャｰトを含む深海性堆積物たどを伴

う構造帯である.

I帯はテチス(またはチベット)ヒマラヤ構造区と呼

ばれ主に古生代堆積岩類からなり下部では弱い変成

作用をうける･これらもゴンドワナ大陸の浅海性堆積

物であったと思われる.

皿帯はノ･イヒマラヤ構造区で主に角閃岩相の結晶片

岩片麻岩(写真1)ミグマタイト匁とから構成され

変成度は高度や地域によって異なる.原岩は主に泥質

岩炭酸塩岩や火山岩類も含まれる.

皿帯にはエベレスト山(8848m)マカルｰ(8475m)な

ど著名な高峰が位置し南側へ中央衝上断層(M.inC.n-

tra1thrust)レッサｰヒマラヤ主境界衝上断層を経

てモラッセ帯さらにはインドの平原に続く(第4図).�
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第3図チベットｰヒマラヤ地域における地質構造図

DIETRIcH&GANss服(1981)原図.大文字は著名な高峰(北西から南東へ):NP,ナンガパルパット(8125m),BA,バ

ドリナス(7140m),A,アピ(7!40m),MU,ムスタング(～6000m),MA,マナスル(8125m),SH,シシャハンマ(8012

m),E,エベレスト(8848m),MK,マカルｰ(8475m),CH～MP,チョモルハリ(73!4m),ゴホップラ,モンラカノレチ

ュンｰパサルム(～7500m)などのブｰタンヒマラヤ(第6図参照),La,ラダｰ,Ls,ラｰサ,Kt,カトマンズ.
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第4図チベットｰヒマラヤ地域における地質構造断面図

DIETRIcH&GANssER(1981)原図.断面線の位置は第3図参照(ほぼ東経90｡)

3.北部チベット構造区の花闇岩類(I帯)

チベット南部の珪長質火成活動は火山活動深成活動

としてジュラ紀後期に始まっている･火山岩類は岩質

年代共に花開岩類と密接で主として北部チベット構造

区の南部に分布しヒマラヤ地区では稀である.

北部チベット構造区の深成岩類はトランスヒマラヤバ

ソリスで代表されこれは斑糠岩閃緑岩石英閃緑

岩トナｰノレ岩花開閃緑岩花商岩など広義の花闇

岩類(Granitoids)のみならず斑糠岩類(Gabbroids)

地質ニュｰス374号�



チベットｰヒマラヤ衝突帯の花南岩類

第て表チベットｰヒマラヤ地域の花禺岩類の化学成分平均値(漆ら,1982)
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も含んだ複合体から構成される･ヒマラヤ山塊西方の

カラコルム地域のラダック複合体では斑欄岩一閃緑岩類

15%石英閃緑岩類25%花筒閃緑岩50%花南岩10%

と見積られている(H0NEGGERら,1982).徐ら(1982)

は全域の平均値としてSiO･63.9%(第1表)花開閃緑

岩質1タイプの性格を持つ分析値を提示している.

微量鉱物として楯石磁鉄鉱褐簾石などが含まれそ

の多くは磁鉄鉱系に属するものと思われるが後述する

ように地域によってはチタン鉄鉱系が出現する｡

飯泉(1981)はチベットの首都ラｰサ西方地域の花

開岩類の化学分析値をACF図アルミナ過不足量で検

討した･トランスヒマラヤバソリス本体はCaに富み

A1･O･に乏しくしたがってノルム透輝石を生じ最もI

タイプ的であるがその北縁の小岩体は黒雲母花開岩や

両雲母花開岩からなりACF図でA(アルミナ)端に近

く分布しノルムコランダムに富みSタイプ的である･

同様な岩体はラｰサ東方にも分布し(例外芝第8図参

照)チベットの東部地域に多い傾向が推定される.

I帯深成岩類の活動はジュラ紀にさかのぼるカミ鉱物

の放射年代は130-15Maでありその多くは130-65Ma

を示しこれは華東地域における燕山期後期に相当する

(第5図).第三紀の年代もかたり多くみられこれは

主に上述の黒雲母または両雲母花開岩だとの優白色岩

類から得られるものであるカミｰ部にはその貫入の影響

による若がえり年代も含まれるであろう.貫入時期を

'1985年10月号

示す年代の測定が今後必要である･

4.ヒマラヤ構造区の花開岩類

ヒマラヤ構造区の花騎岩類は北側のチベットヒマラヤ

区(I帯)と南側のノ･イヒマラヤ区(皿帯)のものとに2

分される.前者が古第三紀後者は主に新第三紀の生

成によるものと考えられているが厳密には今後の再検

�

頻

度

個

数3

　

　

〵�〰�　

年代(M･)

第5図チベットｰヒマラヤ地域における雲母(一部ジルコ

ン)の放射性年代.漆ら(1982)原図
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第三紀優白色花商岩⑱テチス堆積物

第6図ブｰタンヒマラヤにおける優白色花崩岩類の分布と被貫入岩類の変成度.DIETRIcH&GANssER(1981)原図

討が必要である.岩体は一般に1000km2以下多くは

ストック状であり優白色花嵩岩類で特徴ずけられる.

チベットヒマラヤ区の花嵩岩類は古～中生代弱変成岩

類中の断層に規制されて貫入した形態を示している.

岩体は一般に北東～北々東に伸長しまれに北西系断層

に規制されるものがある.岩種は主に片状両雲母花南

岩で片状構造が特徴的である.

ノ･イヒマラヤ区の岩体は先カンブリア時代古～中生

代の変成岩類に貫入しこれらをルｰフとして伴うこと

が多く岩体頂部をあらわしていることが多い.東一

西に伸長するものが多く少数は北東系に伸長する.

岩種は主として電気石一白雲母花嵩岩両雲母花商号匁

写真2ハイヒマラヤの優白色花開岩の一部である電気石花崩岩.左;Mustang花筒岩の細粒相,黒色結晶が電気石.右;カト

マ:/ズ北酉方のトリスリ岩体.見事な電気石(黒色)に注目.この岩体はハイヒマラヤからクリッペとして南方に移動してきたも

のと考えられている.共に左右6cm,中嶋輝元技官提供)
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チベットｰヒマラヤ衝突帯の花筒岩類
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第7図

Pasa1um岩体南側周辺部におけ

る本体と岩床状岩体.DIETRICH

&GANssER.(1981)原図.1.大

理石,2.珪線石片岩,3.石灰質珪

酸塩大理石,4.優白色花筒岩

とからなる.

ブｰタンヒマラヤの同様な優白色花開岩類はDIET-

RIcH&GANssER(1981)によりくわしく研究された1

ブｰタン北部には東西方向に先カンブリア時代の基盤の

変成度が高い所(珪線石アイソグラｰド)を中心に多数の

小岩体が分布し西から東へChmgLa,GophuLa,

M6nlaKarchung-Pasa1um花開岩体灘に分けられる

(第6図).これらは主岩体とそれを取巻く多数の岩床

岩脈レンズストックなどから構成される.

これら花開岩類は主として石英(30-34%)マイク

ロクリン(23-30%)アルバイト(32-37%)白雲母(3-

7%)から衣るため白色でしばしば優白色花開岩と呼ば

れている(写真2)･黒雲母は少量(1-3%)産出し微

量鉱物としてチタン鉄鉱燐灰石電気石柘榴石を含

む.したがってこれらはチタン鉄鉱系に属する.

ChmgLa花嵩岩類は岩床状岩体の集合で主に先カ

ンブリア紀の泥質～石灰質変成岩類に貫入しその境界

は大局的には変成岩類の層理面に整合的であるカミ詳細

には変成岩類を切っている.岩体中心部は細～中粒電

気石一白雲母花商岩周辺部はアプライト質で文象組織

を伴う･アプライト質岩床には白雲母に代わり柘榴石

が伴われる.部分的には圧砕されカタクラスティッ

ク組織を持つ.

GophuLa地域の岩体は種々の大きさの(平行)岩床

と(ネット状)岩脈とからなりミグマタイト質片麻岩

や石灰質変成岩に貫入する.細～中粒白雲母>黒雲

母花開岩からなりしばしぱ電気石を含む.柘榴石が周

辺部にあらわれることがある･この岩体は5000～7000
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第8図チベット東部の花筒岩類の分布図.徐ら(1982)原図
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第9図チベット東部花商岩類のシリカ頻度図.原デｰタは

徐ら(1982)と馬(1983)による

　

����卩��─

第10図チベット東部花闇岩類のFe0/Fe.O呂比,K.OとRb含

有量原デｰタは徐ら(1982).直線と曲線は日本の深

成岩類の平均値

mの高所にあるため多くの部分が氷河に覆われている.

M6nIaKarchung-Pasa1um地域では800km2の主

岩体と小規模ストック岩床岩脈などが分布する(第

7図).主として先カンブリア紀の変成岩類に貫入し

岩脈狂どの小規模岩体は主岩体へ向けて肥大化する傾向

を示す､その周辺相には砂頁岩源片麻岩の捕獲岩が多

く含まれる.

以上の主要岩体の南方にはテチス海の堆積物である

中～古生界の諾岩石に貫入して小規模岩体が知られて

いる.Lingshi盆地の南縁では(第6図)大理石に優

白色花商岩類が岩床として貫入する.また他の地域

では基盤の片麻岩と大理石との間に岩床状に貫入する.

これらは電気石一白雲母花陶岩であり特徴的に片状構

造を有する･一部には珪質片岩大理石黒雲母片麻

岩に非整合的に貫入するストック岩体がありこれは柘

榴石含有白雲母花開岩でアプライトシュリｰレン文

象花商岩を伴うなど不均質である.

5･チベット東部花開岩類にみられる南北変化

チベット東部のツァンポ(ブラマプトラ)河から怒江一

潤槍江一金沙江にかけての3江地域では花開岩類が最

も幅広く露出している(第8図).また鉱床探査との関

連から地質学的語研究がチベットでも最も進んでおり

潤槍江と金沙江間には玉竜で代表されるいくつかのホｰ

フィリｰ型銅鉱床が知られている(石原,1982).

この地域の花開岩類を察隅から南西側同北東側へ2

を分しA,B,Cゾｰンに分ける(第8図).インダスｰ

ツァンポスｰチャに相当する構造帯はここではAゾｰン

の南西側を走り(第1図)これは雲南省のオフィオライ

ト帯へ続く(黄ら,1984)･

Aゾｰンの花開岩類は燕山期後期の斑状黒雲母花南岩

(γ｡吾一2)に両雲母花開岩(γ｡茗■4)が貫入しこれらが更に

ヒマラヤ期の細粒黒雲母花商岩や片状両雲母花開岩(γ｡1)

局部的に同後期の電気石白雲母花開岩や両雲母花南岩の

貫入をうける巨大な複合バソリスである(徐ら,1982)･そ

の規模は北西一南東方向に300km以上幅100kmに達す

る(第8図).

地質ニュｰス374号�
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策2表Fe毘O里/FeOなどから判断した磁鉄鉱系/チタン鉄鉱

系花嵐岩の割合

�全分析数��チタン鉄鉱系の割合

��分析数�100分率

玉竜地域�10�O�O%

Cゾｰン�23�8�35%

Bゾｰン�30�14�47%

Aゾｰン�23�17�74%

Bゾｰンでは350km以上×50kmの範囲に燕山期後期

の花開閃緑岩(γ｡畠■1)粗粒黒雲母花開岩(γ｡S'4)一部に

両雲母花開岩(γ｡割■4)が貫入するものでCゾｰンでは同

様に北西一南東に伸長する花崩閃緑岩(γ｡呂■1)に部分的

に粗粒黒雲母花開岩(γ､ヨ'吾)を伴う複合バソリスが分布

する(第8図).

チベットｰヒマラヤ山塊でヒマラヤ期化闇岩類カミバソ

リス状に分布する所はこのチベット東部地域しかない.

上述の様にこの地域ではヒマラヤから離れるに従い苦鉄

質となる傾向がよみとれるが若干の化学的性質につい

て横断面変化をみてみたい.

S豆02

第9図にはチベット東部地域の3ゾｰンにブｰタンヒ

マラヤ玉竜地域(馬,1983)を含めてシリカ頻度分布図

を示した･ブｰタンヒマラヤとAゾｰンの花商岩類は

似ておりいずれもシリカ71-74%にピｰクを持つ対称

的衣頻度分布を示す.この高シリカ含有量と対称的ピ

ｰクは華南の大容山岩体で示した様に(石原･佐藤,19

82)大陸地殻起源花岡岩の典型的なバタｰンである.

一方BとCゾｰンの岩石は低シリカ側に尾を引く日

本などの造山帯で一般的な形を示し苦鉄質マグマが深

所から上昇したことを示している.玉竜ホｰフィリｰ

カッパｰ鉱床の母岩を参考までに示した.これは花商

閃緑岩のSiO･%を持ち均質であるがその原因は岩

体が小さいためであろう.

亙eo/亙e203

この比は岩石の酸化一還元状態を表わすが第10図に

示すようにFeo/Fe･o3が高いものはAゾｰンに多く低

いものはCゾｰンに多い.玉竜岩体の諾岩石は同化が

すべて低い･同図には日本の花購岩の平均値が示して

あるが我国ではほぼ等量の磁鉄鉱系/チタン鉄鉱系花

嵩岩類が分布するためにこの平均値線は両者を分ける

境界とみなしてよい･この線の上下でチタン鉄鉱系/

1985年10月号

第3表各ゾｰン別のK.O量とK.0/Na.0比

��〉�漯��

Cゾｰ�ン�4.27�1.42

Bゾｰ�ン�4.29�1.20

Aゾｰ�ン�5.11�1.50

磁鉄鉱系の判別をおこなうとゾｰン別に第2表の値が

得られる.

ブｰタンヒマラヤのヒマラヤ期花南岩類は既述のよう

にすべてチタン鉄鉱系でありしたがってヒマラヤか

ら内陸側に向けて花開岩類が酸化型に移行することが明

らかである･この点は西南日本の花南岩類における傾

向と類似しており華東地域の傾向(石原･佐藤,1982)

とは明瞭に異なっている.

�　

K.0量は日本の花開岩類とくらべて大きくタイｰマ

レｰ半島の花開岩類(IsHI肌RAら,1980)と酷似してい

る｡Aゾｰンの花開岩類に高いものが多くCゾｰン
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第11図チベット東部花開岩類のF,Li,Th,RE.O｡含有

量原デｰタ出所直線などは第10図と同じ�
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第12図チベット東部花商岩類のU,Th含有量.

原デｰタは徐ら(1982)タイ南部の平均値

はIsHIHARA&MocHIzUKI(1980)による.
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乢
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㌧
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のそれらに低いものが多いが非常に明瞭な規則性は認

めがたい.K20/Na2o-sio2プロット(図示せず)に

おいても同じ傾向がみられる･SiO･65-75%の岩石の

平均値は第3表の通りである.Aゾｰンの岩石がK.Oに

やや富みBゾｰンの岩石が最もナトリウム質であると

言える.

微量成分一親石元素

本地域の花窮岩類は雲南省一ビノレマを経てタイｰマレ

ｰ半島に続くものと思われ事実タイｰマレｰ半島の

花南岩類は東方へ時代が古くなりまたチタン鉄鉱系か

ら少量の磁鉄鉱を含む中間系または部分的放磁鉄鉱系に

移行する点でチベット東部の南西から北東への変化と

類似している.タイｰマレｰ半島の花開岩類は微量成

分としてのRb,L量,Thなどの親石元素に富んでおり,

Sn,W,Nb-Ta,衣との鉱床を伴っている､Sn鉱床を

伴う花開岩類はSn,F高含有量によって識別すること

ができる(IsHIHARAら,1980).

�

本地域のRb含有量はタイｰマレｰ半島のものと同様に

高い(第!ユ図).全体としてシリカ含有量と比例的であ

る.これは日本ではチタン鉄鉱系花商岩の特徴である

が本地域では磁鉄鉱系を主とするCゾｰンの岩石でも

観察される｡Bゾｰンの岩石はRbに最も乏しい.

亙･Li

両元素とも高含有量でFはCゾｰンの岩石ではSiO｡

と正相関を示しAゾｰンの岩石ではその存在量カミ著し

由

噏

住

　

20▽

▽噛国g

/｡｡･
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瘀
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第13図チベット東部花崩岩類のNb,Ta含有量.原デｰタ

は予余ら(1982)

く変動する･Aゾｰンの著しくFに富む岩石はLiが

著しく高含有量の岩石とは一致したい.タイｰマレｰ

半島ではSn鉱床はFに富むW鉱床はLiに富む花開

岩を母岩としている･Bゾｰンの岩石は両元素とく

にLiに乏しい.

U･Th･Nb･Ta･R亜203

タイｰマレｰ半島のチタン鉄鉱系花嵩岩類にはUやTh

が多く含まれており(Is副HARA&Mo㎝IzUKI,1980)そ

のため石英が暗色を呈している.チベット東部地域で

もAゾｰンの岩石がThに富んでいる(第12図).花崩

岩類のTh/U比は一般に4弱であるが本地域ではTh/U

>4が多い･タイｰマレｰ半島地域では岩体頂部で

Th/Uカミ低く深部で同化が高い.本地域のTh/U比カミ

高い事実は岩体のコアが露出してることによるものと思

われこの点は露出規模が大きいことと一致する性質で

ある.Bゾｰンの岩石は一般にTh/Uに最も乏しい.

希土類元素総量はAゾｰンの岩石の一部に多いものが

ある･Taにも同様狂傾向が若干認められ(第13図)

共にタイｰマレｰ半島花開岩帯では(東側ではなく)西側

の花開岩類でこれら成分を含む鉱物が産出することと共

通する性質である.

チベット東部地域の花崩岩類は絶対年代では異なる

ものの主貫入軸を横切る方向における年代変化FeO/

Fe.O昌変化SiO.K.O含有量狂どの点でタイｰマレｰ

半島花開岩類と類似する性格を持っている.微量成分

としての親石元素も多く含まれ本地域の花開岩類はこ

れら成分の鉱化能力を持つものと思われる.事実これ

ら花陶岩類の南方延長上にある雲南省では著名校Sn鉱

床などが知られている･チベット東部地域では岩体深

地質ニュｰス374号�
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第14図チベットｰヒマラヤ花商岩類の酸素同位体比.BLAT-

TNERら(1983)原図

部が露出しているため大きな鉱床が報告されてい校いも

のと思われるので本地域花嗣岩帯延長上の浅成岩体の

探査が進めば新鉱床発見の可能性は大きいものと期待

される.

本地域北東部の玉竜ホｰフィリｰカッパｰ鉱床付近の

�　

�

㈰

ぐ

主

パO

ト

來5

�

､'

､'

ブｰタン.優白色花商岩類

トランスヒマラヤバソリス

花商岩類

＼

“優白色花筒岩

(柘榴石を含ま

ず)

し｡C6NdSmEUGdTbYbLu

第16図ブｰタン優白色花開岩類の希土類元素パタｰン.

DIETRIc亘&GANssER(1981)原図

優白色花開岩類�

片麻岩類�825
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第15図ブｰタンヒマラヤにおける優白色花南岩類と基盤片

麻岩類の酸素同位体比.BLATTNERら(1983)原図

艦全岩,△石英,□長石,◇白雲母,Gはガｰルワル

地方バドリナス(山頂7140m)優白色花崩岩類の値.

左端ボックスは一般の花崩岩類の範囲(数字は測定

数)一SはSタイプ,IはIタイプ花南岩類の範囲,M

CT,主中央衝上,MBT,主境界衝上,工G,優白色

花南岩,τ∫(斜線域),テチス堆積岩,茄G,先カン

ブリア紀片麻岩とミグマタイト(MCTより北側),

κ∫,弱度成堆積岩類

1985年10月号

花開岩類は化学分析値に基づく(馬,1983)限り完全に

磁鉄鉱系から構成されておりこのゾｰンの鉱床として

はCuPbZnなどの硫化物鉱床が期待される.事実

玉竜からチベット北部にかけていくつかのホｰフィリ

ｰ型銅鉱床徴候地カミすでに発見されている(石原,1982).

6.同位体比と花開岩の起源

チベットヒマラヤ山塊の花陶岩類にはトランスヒマ

ラヤバソリスにみられるIタイプ磁鉄鉱系とノ･イヒマラ

ヤ区のSタイプチタン鉄鉱系からなる花開岩系列の両

エンドメンバｰが存在する.これら典型例について同

位体比による研究を紹介してみよう.

酸素同位体比

BLATTNERら(ユ983)は花闇岩類の酸素同位体比を測

定し第14図の結果を得た.トランスヒマラヤラダ

ック地域の2岩体から得られた結果は地域は異なるも

のの同一のマグマ分化トレンド上にならびそのトレン

ドは八丈島の分化トレンドに非常に近くかつわずか

にその勾配が大きい.八丈島では大陸地殻物質からの

ユ80の添加はマグマ発生から固結に至る過程で考えられ

ないから八丈島トレンドは上部マントル物質に由来す

るマグマの分化トレンドとみなしうる.

ラダック花陶岩類も同様な物質に起源するものと思わ

れる.勾配が若干大きいことは分化過程におけるユ80

の若干の添加すなわち地殻物質の同化がおこなわれた

可能性を暗示する.分化過程で同化作用が著しかった�
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第17図優白色花商岩類の87sr/86sr比.DIETRIcH

&GANssER(1981)原図､

アイソクロンは実際にはひけないが同一岩

体で良い試料についての値を仮に示してあ

る.Oはマカノレｰ(KAI,1981).そのト

レンドはブｰタンヒマラヤやマナスルのアイ

ソクロンより急傾斜でより古い年代が得ら

れることを示している.

���

例としてTaupo火山岩類の例を第14図には示してある.

一方ヒマラヤ区の優白色花開岩類は著しく180に富

んでおり同一シリカ値のトランスヒマラヤ花闇岩より

4-5%｡δ工80が高い.この結果は野外の産状岩質か

らこれまでに一般的に支持されていたこれら花開岩に対

する成因論地殻物質部分(または全)溶磁説を強化す

るものであるが詳細には興味深い結果が得られている.

第15図はブｰタンヒマラヤにおける測定地点と分析結

果であるが全岩値は主に12%｡一部10%｡で2灘に分け

る.興味深いことに周囲の変成岩類は10%｡一般の

花開岩類より約2%軽い.10%｡岩石の全岩値と鉱物値

との間には整合的な結果が得られており低い原因は地

下水匁どの影響による二次的たものではない1また花

開岩の石英一アルカリ長石間には2.1-2.3%｡の差が認め

られこれは温度に換算して60ぴC以下すなわち優白

色花開岩類は極めて低温で固結したことを示している.

一方変成岩類が9-11%｡と低い点はどの様な意味

を持つのであろうか.部分溶融で最初に生じるメノレト

には最も180に富む鉱物(石英,水など)が集まるためそ

のδ180が高く底る可能性があるがその上昇は0.5%｡程

度である･低い値の花開岩(GH89,471)の近くの変成

岩は花商岩類と同じか若干低い値を持つ.したがっ

てその場の変成岩の部分溶融によってその花南岩を作

ることができる.しかし12%｡の値を持っ一般の花筒

岩を生成するためには高い値の出発物質カミ必要である1

基盤変成岩に爽まれる先カンブリア紀一古生代の泥質岩

や石灰質堆積岩には15%｡の値が知られておりこれら爽

在物と共に基盤が溶融すると上記観測値は得られるもの

と思われる.ブｰタンヒマラヤの優白色花南岩類は均

質な外観を持つが主として堆積源主として花開岩源

の異放る地殻物質が部分溶融して生成したものと考えら

れる.

希土類元素

希土類元素の分布にもきわだった性質の相違が得られ

ている･トランスヒマラヤのラダック花開岩類のコン

ドライト平均値にノｰマライズしたREEパタｰンは

(第16図)軽希土に富み重希土に乏しい負のスロｰプ

を示し非常に珪長質な花開岩でときに弱いEu異常が認

められるものである･これはペルｰのコｰストバソリ

スの花崩岩類で得られるものと酷似する.

一方ノ･イヒマラヤ区の優白色花商岩類はまず絶対

量がラダック花開岩類の半分程度であり重希土の減少

が一般的には著しくない.GH197試料は重希土(Yb,

Lu)に著しく乏しいがその原因はこの岩石が柘榴石を

含まないことによるものと思われる.

優白色花開岩類の最も著しい特徴は強烈たEu一員異常

の存在でありこの事実は初期マグマがすでにEuに乏

しかったか固結初期過程で斜長石が晶出し取り去られ

たことを示している.後者の解釈は分析試料のCaOが

低い(o.5-1,o%)ことと共通の性質である.

趾一Sr同位体比

87sr/86sr初生値はトランスヒマラヤバソリスでは

O･704台であり一般に低いかノ･イヒマラヤ区の優白

色花商岩類では著しく高い(O.76-o.79)ようである.

優白色花商岩類は珪長質校小岩体からなりかつ“世界

の屋根"に露出するために理想的サンプルセットが得に

くい難点がありよいアイソクロンは得られない.ブ

ｰタンヒマラヤでは87Sr/86Sr現在値は0.77260-0.78250

である(第17図)･バサラム岩体の2点(221223)Iを

これに基づくと87sr/86sr結ぶと20aMのアイソクロン年

代が得られ初生値は0.77前後とみなしうる.

ネパｰルのマナスル岩体でも測定値はばらつき(第16

図)測定試料に難点はあるものの良い試料の2点を結び

29Ma87Sr186Sr初生値0,742が得られている.一方マ

カルｰでは片麻岩2個を含む全試料についてアイソクロ

ンを求め92.7M初生値O.743(KA11981)が求められてい

るカミ白亜紀に大きなイベントがヒマラヤ地域ではない

こと鉱物のRb-Sr年代やK-Ar年代が11-12Maである
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チベットｰヒマラヤ衝突帯の花闇岩類

一17一

■々

/'･

ク嶺

夢､紬引

手1趾山一一一トｰ□1

仁マラヤ1800Maヒマラヤ500Ma二…;

1貫入岩類貫入岩､変成岩秤≡…一

一一一一

��

圃

��

優1

1二1/曇

岩

トランスヒマラヤ

0-70バソリス

m批150010005001000

第18図新第三紀優白色花南岩類とトランスヒマラヤバソリ

スの87Sr/86Sr進化図.DIETRエ｡H&GANssER(1981)

原図

ごとなどによりこれらの値は一般には支持されておら

ず深成活動は30-11Maの間に生じたものと思われて

いる.

優白色花嵩岩類の87sr/8嗜sr初生値は0.77程度に高いら

しい.この様狂高い値を生じるには古い基盤の再溶融

が必要でありその候補の一つとしては古生代初期

500Maの花商岩と変成岩類カミ考えられる｡インドパン

ジャブ地方のMandi花筒岩だと.また他の一つとして

1100-2300Maの先カンブリア紀の変成岩花嵩岩類が

ある.Rb-Sr同位体比からみたチベットヒマラヤ進化

図は第18図の様に推定される､

7.むすび

チベットｰヒマラヤ造山帯の花開岩類はヒマラヤ山塊

と平行に帯状配列が明瞭で少なくとも華東地域とは様

子を異にしむしろアンデス山塊や日本列島と似ている

と言える.インダスｰツァンポスｰチャ北縁のバソリ

スは比較的苦鉄質で87sr/萬信sr初生値が低くアンデ

スや東北日本の磁鉄鉱系花嵩岩活動と類似するがチベ

ット東部地域では第三紀に白雲母を含む優白色花開岩類

が重複して生じている点で上記2地域とは異なっている･

アンデスや東北地方には衝突現象はないのでこのチ

ベット特有の卓越する優白色花開岩類の存在は南北両

大陸地塊の衝突現象に派生した構造運動でマグマが発生

した結果と考えられる.この優白色花闇岩活動はイン

ダスｰツァンポスｰチャを越えて内側まで及んでいる.

白雲母を含む優白色花商岩類はすべてチタン鉄鉱系で

ある.この点は東アジアでこれまでに得られた経験則

と同じであり近年アメリカ西部内陸部で発見された磁

鉄鉱系白雲母含有花購岩の場合とは異なっている･酸

素同位体比その他の証挺からみて堆積物を含む基盤岩

石が再溶融したことは明白である.しかし茎青石は伴

わず非常に優白色で華南地域の大容山岩体や西南目本

外帯のSタイプ花開岩類とは異なっておりその原岩の

性質がヒマラヤ特有のものであったことを示している.
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